
風
かぜ

野
の

又
また

三
さぶ

郎
ろう

 

宮
み や

沢
ざ わ

賢
け ん

治
じ

 

 

「ドッドドドドウドドドウドドドウ、 

 楢
なら

の木
こ

の葉
は

も引
びき

っちぎれ 

 とちもくるみもふきおとせ 

 ドッドドドドウドドドウドドドウ。」 

 一郎
いちろう

は声
こえ

の来
き

た栗
くり

の木
き

の方
ほう

を見
み

ました。俄
にわ

かに頭
あたま

の上
うえ

で 

「さよなら、一郎
いちろう

さん、」と云
い

ったかと思
おも

うとその声
こえ

はもう向
むこ

うのひのきのか

きねの方
ほう

へ行
い

っていました。一郎
いちろう

は高
たか

く叫
さけ

びました。 

「又三郎
またさぶろう

さん。さよなら。」 

 かきねのずうっと向
むこ

うで又三郎
またさぶろう

のガラスマントがぎらっと光
ひか

りそれからあ

の赤
あか

い頬
ほお

とみだれた赤毛
あ か げ

とがちらっと見
み

えたと思
おも

うと、もうすうっと見
み

えなく

なってただ雲
くも

がどんどん飛
と

ぶばかり一郎
いちろう

はせなか一杯
いっぱい

風
かぜ

を受
う

けながら手
て

をそ

っちへのばして立
た

っていたのです。 

 

 

 

 

 

テキスト： 

https://www.aozora.gr.jp/cards/000081/files/1943_30595.html 

 

朗読（参考）： 

https://www.youtube.com/watch?v=hJkC26QhwHQ&list=PLXJYXdWkN2J_SRtej6aJlhntZ08rXhpew

&index=3 


